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Paper Plane Challenge ＃１
誰の機体が一番よく飛ぶか？グライダーの雛形を規定範囲で改造して、飛びっぷりを競いましょう。



5m

３m

グライダーの雛形と規定範囲
規定の範囲内で、雛形機体のパラメータ設定を弄って、オリジナル機体を作って飛びっぷりを競って遊びませんか？

【規定重量は、100kg】 【規定寸法は、翼長5m×全長３m以内】

【離陸方法】ウインチ発進による離陸　（ルール設定による）

（尾輪は除く）
最大重量が、空の重量を超えていないと起動できません。

【Viewpoints 基本設定】

許容飛行速度

機体の許容G 
最大値に設定してあります

規定重量
Paper Plane_paint.png画像を編集すれば色変更可能です。 
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ウイングの設定
基本寸法内であれば、自由に変更できます。数値を入力すると即3Dに反映されます。色々試してみてください。

【主翼】

【水平尾翼】【垂直尾翼】

【動翼の設定】【翼のしなり】

デフォルトではグニャグニャなので、 
0.5に設定してあります。お好みでどうぞ

翼長以外は変更自由です。

規定寸法以内なら変更自由です。 規定寸法以内なら変更自由です。

Control Geometry で翼に対する比率と動作角度を設定します。

動く部分をアニメーションで確認できます。

規定寸法

使用するAirfoilは、標準のままとします。（Airfoil Makerは使いません） 
カスタムAirfoilを使う場合は別カテゴリーとします。投稿時に申告してください。



重量／バランス設定
規定重量以外は、自由に変更できます。ワイヤーフレーム表示にすると、重心はボール表示で確認できます。

規定重量

最大重量

重心位置



ウインチフック位置
ウインチフック位置も飛距離に影響します。微調整してください。雛形機には曳航用のフックも設定してあります。

ウインチフック位置

曳航用フック位置



胴体／ランディングギア
胴体さえあれば、基本寸法内で自由に変更できます。丸太のままだと空気抵抗も気になります。色々試してみてください。

胴体のモデリング方法は、 
初心者マニュアルを参照ください。

規定寸法　全長３m

規定仕様。胴体は有り。

ノーズ先端が基準点です。

スタート時の姿勢調整や 
格納式やソリも作れます。

【胴体】 【ランディングギア】
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飛距離 競技ルール
重量と寸法などの規定条件の下、機体性能の違いと操縦スキルにより、発進～着地までの飛距離を競います。

気象条件：CAVOK （Preset）使用する滑走路：PPCK-Kitaura  (競技用の架空空港)

規定寸法：翼長５m×全長３m（尾輪除く）規定重量：100kg

飛距離の測定方法：着地点を計測する。（滑走路の目盛を目安としてスクリーンショットで判定）　
着陸滑走して静止後、Toggle Replay Modeで、外部ビューで再生し、着地のタイミングでポーズ（P）。 
滑走路の目盛で距離を判定できるよう、好みのビューを選んでスクリーンショットを撮る。（推奨） 
15km地点を超えた地点で、180°ターンして出発点に向かい、着地点を計測する。（マップ経路の画像で判定する）

RWY33 よりウインチ発進

2Dコクピットビューで 
計器を確認出来ます。 

Bキーでウインチ発進 
Spaceキーでリリース 

使用するAirfoilは、標準のままとします。（Airfoil Makerは使いません） 
カスタムAirfoilを使う場合は別カテゴリーとします。投稿時に申告してください。



到達高度 競技ルール
重量と寸法などの規定条件の下、機体性能の違いと操縦スキルにより、規定時間内での到達高度を競います。

気象条件：まずCAVOKを選択して、 
　　　　　サーマルをMAXに設定する使用する滑走路：PPCK-Kitaura (競技用の架空空港)

規定寸法：翼長５m×全長３m（尾輪除く）規定重量：100kg

測定方法：規定時間20分以内の到達高度を計測。（ストップウォッチと高度計のスクリーンショットで判定）　
RWYにて、ストップウォッチをスタートし、Bキーで発進。20分以内で可能な限り高度を稼ぐ。 
最高点で、計器盤のスクリーンショットを撮る。（Toggle Replay Modeでは、時計は動かないので要注意。）

ウインチ発進（RWY選択はお好みで）
競技飛行エリア（推奨） 
PPCK滑走路15kmを 
直径とする円の範囲とします。

使用するAirfoilは、標準のままとします。（Airfoil Makerは使いません） 
カスタムAirfoilを使う場合は別カテゴリーとします。投稿時に申告してください。

中心地点には、1000ft刻みで、気球が浮いています。

Start/Stopモード切り替え


